
サステナビリティ活動報告（2025年10月～12月）

 チムニー 株式会社
≪サステナビリティ委員会≫
管理担当 兼 IR・サステナビリティ推進担当 寺脇 剛
ir-service@chimney.co.jp

注意事項 ： 掲載内容には細心の注意を払っておりますが、当社および情報提供元は、情報の完全性、正確性、確実性、有用性、その他の
保証を行うものではありません。当社は事由の如何を問わず一切責任を負いません。

2026年１月



年末年始・飲酒運転撲滅の再徹底

2025年は、自転車・電動キックボードの飲酒運転による、自動車運転免許の停
止処分が、全国で9月までに896件発生。これは昨年の10倍。お酒を扱い・提供
する企業として、お客様・従業員の飲酒運転撲滅の行動を再徹底しています。

チムニーグループは、社会的・法的責任を果たすことはもとより、社会課題の解決や、
健康育成に「心」と「食」と「飲」を通して寄与してまいります。

◆2025年12月1日より、健康保健証がマイナ
保険証に移行。本人確認には「顔写真付きの
確認書類」が必要となりました。

2026年版 店舗用 年齢確認表

【年齢確認フロー】 【年齢確認書類の再確認】



【緊急避難場所の確認】

災害発生時の対応確認

店舗に掲示されている、緊急対応時の連絡表の見本

2025年12月8日に発生した、最大震度６強の青森県東方沖地震は、その後気
象庁から「後発地震注意情報」が発表されました。当社グループにおいて人的被害
はありませんでしたが、一部の店舗で、お皿・瓶等の破損が確認されました。ライフ
ラインには異常なく、翌日から通常営業となりました。当社の「災害対応マニュアル」
に沿って、お客様と従業員の安否・緊急避難場所・緊急連絡網等の再確認を行
い、安全な営業の継続に備えました。

【緊急連絡網の確認】



環境・社会問題とのかかわり 廃油のリサイクルと新たな活用

【 飼料用油脂の調合プラス、SAF：持続可能な航空燃料化へ】

私達の使命

つくる責任・つかう責任

安全安心の食材提供

社会課題の解決

を継続してまいります

2022年４月22日に、経済産業省と国土交通省が共同し「SAF官民協議会」を
発足しました。廃油の新たな活用方法として『2030年までに、本邦エアラインにお
ける燃料使用量の１０％をSAF（持続可能な航空燃料）とする』を発表しまし
た。当社はまず「食のリサイクルループ」を目指し、各店舗から出る廃油（産業廃
棄物）を精製・調合し畜産の配合飼料に不可欠な、飼料用油脂とし、採卵養鶏
場等の飼料として、リサイクルループを実現し、CO₂年間排出量500トンを削減し
ました。年々増加傾向の廃油の新たな活用方法として、2026年より、１年間に
出る廃油の、20％をSAFへの再活用を目標に進めてまいります。
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「国境なき医師団」のＨＰより

②飢餓 ④教育 ⑧成⾧･雇用 ⑫生産･消費 ⑭海洋資源

全社の取り組み課題適正アルコールの研修直営・FC合同調理講習会 完全陸上養殖のサーモン３種

チムニーの企業理念 SDGｓ ５つのバリュー達成に向けて

企業理念（私たちの使命

世界中のお客様から、ありがとうをいただく 成長へのChallenge
『選ばれるお店を目指して』

◆お客様を元気にしてお帰りいただく （ 活力と笑顔を生み出す ）

◆従業員とその家族が健康であること （ ライフワークバランス ）


